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水
・
土
壌
環
境 下水道の浸水対策

神奈川県が全国１位に
国交省が「通信簿」

　

９
月
16
日
か
ら
５
日
間
に

わ
た
り
繰
り
広
げ
ら
れ
た
国

際
水
協
会
（
Ｉ
Ｗ
Ａ
）
東
京

総
会
・
展
示
会
が
成
功
裏
に

幕
を
閉
じ
た
。
世
界
会
議
・

展
示
会
（
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
）
へ
の
総
来
場
者
数
は
９

５
０
０
人
を
超
え
、
同
会
議

で
史
上
最
高
を
記
録
し
た
。

　

閉
会
式
で
、
元
Ｉ
Ｗ
Ａ
会

長
の
グ
レ
ン
・
ダ
イ
ガ
ー
氏

は
「
東
京
総
会
は
大
成
功
、

日
本
の
組
織
運
営
は
本
当
に

素
晴
ら
し
か
っ
た
、
心
か
ら

感
謝
す
る
」
と
述
べ
、
同
じ

く
ダ
イ
ア
ン
・
ダ
ラ
ス
Ｉ
Ｗ

Ａ
会
長
は
「
東
京
会
議
は
素

晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
、
会
議
の
主
題
で
あ
る
持

続
可
能
性
、レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、

水
防
災
に
対
す
る
備
え
、
地

震
へ
の
備
え
な
ど
、
日
本
の

経
験
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
で

き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
」
と

コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
。
会
議

の
内
容
や
展
示
会
の
詳
細
な

ど
は
、
今
後
多
く
の
マ
ス
コ

ミ
、
水
関
連
紙
誌
、
ウ
ェ
ブ

な
ど
で
「
い
か
に
東
京
総
会

が
成
功
し
た
」こ
と
が
公
開
・

出
版
さ
れ
る
と
思
う
が
、
長

年
Ｉ
Ｗ
Ａ
総
会
に
出
席
し
、

世
界
の
流
れ
の
中
か
ら
別
の

角
度
で
東
京
総
会
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
。
そ
の
目
的

は
、
こ
れ
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル

に
「
日
本
の
水
関
連
技
術
・

ノ
ウ
ハ
ウ
や
考
え
方
を
展
開

す
る
た
め
に
は
多
面
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
か
ら
だ
。

前
回
大
会
の
課
題

は
ど
う
な
っ
た
か

　

Ｉ
Ｗ
Ａ
は
、
世
界
に
お
け

る
安
定
か
つ
安
全
な
水
の
供

給
お
よ
び
公
衆
衛
生
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
非
営
利
機
関
で
、

２
年
に
一
度
世
界
会
議
を
開

催
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
Ｉ
Ｗ
Ａ
世
界
会
議

に
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
（
２
０
１
０
年
）、
韓
国
・

釜
山
（
12
年
）、
豪
州
・
ブ

リ
ス
ベ
ン
（
16
年
）
と
連
続

し
て
参
加
し
、
取
材
を
続
け

て
き
た
。
前
回
ブ
リ
ス
ベ
ン

総
会
の
記
事
（『
地
球
環
境

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
』、
16
年
２

月
号
）
に
は
、
今
回
の
東
京

大
会
の
課
題
を
指
摘
し
て
い

る
。

　

・
厚
生
労
働
省
・
国
土
交

通
省
と
各
省
庁
の
連
携
強
化

　

外
務
省
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）、
経

済
産
業
省
（
工
業
用
水
）、

農
林
水
産
省
（
灌
漑
用
水
）、

環
境
省
（
し
尿
処
理
、
浄
化

槽
）、
観
光
庁
な
ど
と
協
調

す
る
こ
と
。

・
官
民
一
体
の
取
り
組
み　

東
京
水
道
サ
ー
ビ
ス
、
九

州
市
、
福
岡
市
、
横
浜
市
な

ど
出
展

・
水
関
連
機
関
の
参
加　

　

日
本
水
道
工
業
団
体
連
合

会
（
水
団
連
）、
水
道
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
、
造
水
促
進

セ
ン
タ
ー
、
上
下
水
道
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
会
、
日
本

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
。

　

・
水
に
関
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
参
加

　

２
年
前
に
指
摘
し
た
上
記

項
目
に
つ
い
て
は
、
省
庁
間

の
連
携
を
除
き
、
ほ
ぼ
達
成

さ
れ
た
の
で
な
い
か
と
感
じ

て
い
る
。

海
外
か
ら
の
参
加
者

は
何
を
感
じ
た
か

　

会
議
の
合
間
や
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
に
、
Ｉ
Ｗ
Ａ
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ

や
各
国
の
代
表
団
、
水
関
連

マ
ガ
ジ
ン
の
編
集
者（
英
国
）

と
面
談
、
公
式
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
決
し
て
語
ら
れ

な
い
彼
ら
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

意
見
（
さ
さ
や
き
も
含
め
）

は
今
後
の
日
本
の
国
際
展
開

に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
以

下
ラ
ン
ダ
ム
に
記
す
。

　

・
東
京
大
会
は
素
晴
ら
し

か
っ
た
、
こ
ん
な
に
多
く
の

人
が
水
に
携
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た
。
し
か
し
長

年
、
海
外
か
ら
日
本
の
水
政

策
を
見
て
い
る
私
の
印
象
は

「
日
本
は
上
下
水
道
、
水
資

源
政
策
が
バ
ラ
バ
ラ
。
今
回

の
Ｉ
Ｗ
Ａ
テ
ー
マ
で
あ
る
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
と
持
続
可
能
性

を
だ
れ
が
ま
と
め
て
い
る
の

か
」
実
感
で
き
な
か
っ
た
。

ア
ジ
ア
の
盟
主
な
ら
、
そ
れ

な
り
の
指
導
力
が
大
事
だ
。

　

・
日
本
は
水
処
理
の
ハ
ー

ド
の
面
の
実
績
が
強
調
（
自

己
満
足
？
）
さ
れ
、
ソ
フ
ト

分
野
が
少
な
い
。
特
に
Ｉ
ｏ

Ｔ（
物
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

に
期
待
し
て
い
た
が
、
が
っ

か
り
だ
。

　

・
我
々
ア
ジ
ア
諸
国
で
は

Ｉ
Ｗ
Ｒ
Ｍ
（
統
合
水
資
源
管

理
）
が
最
も
必
要
だ
が
、
今

回
は
水
災
害
の
み
の
感
じ

だ
。

　

・
日
本
は
ア
ジ
ア
モ
ン

ス
ー
ン
気
候
で
、
我
々
と
共

通
の
水
資
源
管
理
（
乾
季
、

雨
季
）
を
も
っ
と
知
り
た

か
っ
た
。
も
っ
と
ア
ジ
ア
諸

国
の
実
情
を
み
て
欲
し
い
。

　

・
日
本
の
下
水
処
理
の
素

晴
ら
し
さ
は
実
感
し
た
が
、

汚
泥
処
理
（
メ
タ
ン
発
酵
、

ビ
ス
ト
ロ
下
水
道
、
リ
ン
の

回
収
）、
学
問
的
な
発
表
は

少
な
か
っ
た
。展
示
会
で
は
、

水
ｉ
ｎ
ｇ
が
下
水
汚
泥
か
ら

回
収
し
た
リ
ン
を
肥
料
に
ブ

ド
ウ
を
栽
培
し
神
戸
ワ
イ
ン

を
提
供
し
て
い
る
こ
と
や
、

共
和
化
工
が
下
水
汚
泥
コ
ン

ポ
ス
ト
で
稲
作
し
、
そ
の
米

で
日
本
酒
を
提
供
し
て
い
る

こ
と
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
成

果
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
下
水
汚
泥
の
活
用
に
つ
い

て
世
界
に
広
め
て
欲
し
い
。

　

・
技
術
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発

表
者
（
大
学
教
授
、研
究
者
）

に
コ
ス
ト
分
析
、
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
質
問
し
た

が
、
誰
も
答
え
て
く
れ
な

か
っ
た
、
問
題
解
決
に
は
技

術
と
コ
ス
ト
分
析
は
必
須
と

思
う
が
、
そ
の
教
育
は
さ
れ

て
い
な
い
の
か
？

今
後
の
課
題

　

確
か
に
今
回
の
Ｉ
Ｗ
Ａ
は

関
係
者
の
長
年
の
努
力
で
成

功
裏
に
閉
幕
し
た
が
、
今
後

の
課
題
も
多
く
、
こ
れ
か
ら

一
歩
一
歩
解
決
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
会
議
で

は
日
本
の
発
表
者
の
英
語
能

力
も
高
く
な
っ
て
き
た
が
、

水
処
理
の
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー

ム
や
、
英
語
独
特
の
表
現
に

な
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
筆
者
は
４
日
間
、
展
示

会
場
の
各
社
の
ブ
ー
ス
を

回
っ
た
が
、
多
く
の
若
い
社

員
や
外
国
籍
の
社
員
が
多

く
、
熱
心
に
海
外
の
参
加
者

に
語
り
掛
け
て
お
り
、
日
本

も
チ
ャ
ン
ス
さ
え
与
え
ら
れ

れ
ば
頑
張
る
国
民
性
を
実
感

し
た
。
彼
ら
が
管
理
職
に
な

る
こ
ろ
に
は
、「
海
外
と
直

接
会
話
が
で
き
、
社
内
デ
シ

ジ
ョ
ン
の
俊
敏
さ
」
が
達
成

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
少
し
残
念

な
の
は
、
会
期
の
後
半
、
日

本
の
企
業
ブ
ー
ス
は
満
員
盛

況
で
あ
っ
た
が
、
次
回
開
催

国
の
デ
ン
マ
ー
ク
を
は
じ
め

オ
ラ
ン
ダ
や
他
国
の
ブ
ー
ス

が
閑
散
と
し
て
い
た
こ
と
で

あ
っ
た
。会
社
の
ト
ッ
プ
は
、

ぜ
ひ
社
員
に
自
社
の
カ
タ
ロ

グ
を
も
っ
て
積
極
的
に
他
国

の
ブ
ー
ス
に
売
り
込
ま
せ
る

こ
と
を
し
て
も
ら
い
た
か
っ

た
。
こ
れ
ぞ
生
き
た
教
育
で

あ
る
。

　

２
年
後
２
０
２
０
年
に
開

催
さ
れ
る
Ｉ
Ｗ
Ａ
デ
ン
マ
ー

ク
総
会
（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

市
）
に
向
け
て
世
界
に
披
露

で
き
る
日
本
の
「
水
に
関
す

る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
に
期
待
し

た
い
。

新
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
加
速
戦
略

国
交
省
が

進
捗
を
報
告

気
候
変
動
適
応
な
ど
４
施
策
追
加

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表

吉
村　

和
就

寄
稿
◎
Ｉ
Ｗ
Ａ
東
京
総
会
を
振
り
返
っ
て

盛況だった日本企業のブース

　

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
メ
ー
カ
ー

の
日
之
出
水
道
機
器
が
自
ら

監
修
し
製
造
し
た
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
が
人
気

を
博
し
て
い
る
。
生
活
雑
貨

大
手
「
東
急
ハ
ン
ズ
」
新
宿

店
で
７
日
に
発
売
し
、
初
回

入
荷
分
は
す
ぐ
に
完
売
。
す

で
に
追
加
分
を
入
荷
し
、ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン

グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
「
ツ
イ
ッ

タ
ー
」
な
ど
で
大
き
な
反
響

を
得
て
い
る
。

　

ミ
ニ
チ
ュ
ア
マ
ン
ホ
ー
ル

は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
強
い

こ
だ
わ
り
を
持
つ
マ
ニ
ア
に

向
け
て
、
実
物
と
同
じ
図
面

と
同
じ
材
質
、
同
じ
製
造
プ

ロ
セ
ス
を
経
て
製
造
さ
れ
た

も
の
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
デ
ザ
イ
ン

と
、
同
社
が
考
案
し
た
「
亀

甲
デ
ザ
イ
ン
」・「
Ａ
Ｓ
Ｄ
デ

ザ
イ
ン
」
の
計
３
つ
の
デ
ザ

イ
ン
を
セ
ッ
ト
で
販
売
。
さ

ら
に
、
実
際
の
使
用
感
を
演

出
す
る
た
め
、
摩
耗
し
た
鋳

物
表
面
の
質
感
を
再
現
し
た

「
ク
リ
ア
」、
特
殊
処
理
で
本

物
の
錆
の
加
工
を
施
し
た「
サ

ビ
」
の
２
種
類
を
、
そ
れ
ぞ

れ
４
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
、
６

分
の
１
ス
ケ
ー
ル
で
展
開
し

て
い
る
。

　

価
格
は
、４
分
の
１
ス
ケ
ー

ル
が
７
４
０
０
円（
税
抜
き
）、

６
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
が
３
８

０
０
円
（
税
抜
き
）。
専
用
の

額
と
組
み
合
わ
せ
た
「
プ
レ

ミ
ア
ム
セ
ッ
ト
」
は
６
７
２

０
０
円
（
税
抜
き
）。

　

近
年
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
へ

の
人
気
の
高
ま
り
を
受
け
て
、

初
回
入
荷
分
が
す
ぐ
に
終
了
。

発
売
を
知
ら
せ
る
東
急
ハ
ン

ズ
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
投
稿
に
対

し
、
20
日
ま
で
に
、
７
千
以

上
の
「
い
い
ね
！
」
と
、
５

千
以
上
の
リ
ツ
イ
ー
ト
が

あ
っ
た
と
い
う
。

　

同
社
は
昨
年
、同
店
で
「
マ

ン
ホ
ー
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

販
売
し
、同
店
の
カ
レ
ン
ダ
ー

部
門
の
売
り
上
げ
１
位
を
記

録
し
て
い
る
。

パ
リ
市
水
道
公
社
の

ガ
ス
テ
ィ
ン
氏
が
講
演

「
水
循
環
を
考
え
る
」催
し

  

水
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
「
水

循
環
を
考
え
る
！
！
―
講
演

会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
め
ぐ

る
、つ
な
が
る
、み
ん
な
の
水
」

（
主
催
・
水
循
環
を
考
え
る
９
・

21
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
、

共
催
・
水
循
環
基
本
法
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
）
が
21

日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
衆

議
院
第
１
議
員
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。

  

イ
ベ
ン
ト
で
は
冒
頭
、
同

実
行
委
員
長
の
野
村
充
伸
・

フ
ソ
ウ
代
表
取
締
役
社
長
に

よ
る
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
水

制
度
改
革
議
員
連
盟
事
務
局

長
の
津
島
淳
衆
院
議
員
ら
に

よ
る
来
賓
あ
い
さ
つ
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
後
、
パ
リ
市
水

道
公
社
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

ガ
ス
テ
ィ
ン
業
務
部
長
が「
パ

リ
市
水
道
公
社
オ
ー
ド
パ
リ

の
経
験
か
ら
‐
そ
の
価
値
、

進
展
と
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
テ
ー

マ
に
特
別
講
演
。
続
く
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ガ
ス
テ
ィ

ン
氏
、野
村
氏
お
よ
び
同
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
座
長
の

沖
大
幹
・
国
連
大
学
上
級
副

学
長
の
３
名
が
「
世
界
の
水

循
環
と
日
本
の
水
循
環
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
討
論
し

た
。
午
後
に
は
、
内
閣
府
水

循
環
政
策
本
部
事
務
局
の
溝

口
宏
樹
参
事
官
に
よ
る
講
演

や
同
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員

会
に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
た
。

の
平
均
点
を
過
去
の
結
果
と

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
香
川
県

と
大
分
県
の
点
数
が
大
幅
に

上
昇
し
、
半
年
間
で
両
者
と

も
最
下
位
か
ら
５
位
、
９
位

に
急
浮
上
し
た
。

　

同
省
は
、
昨
年
か
ら
、
下

水
道
事
業
に
関
す
る
自
治
体

の
取
り
組
み
を
採
点
す
る「
通

信
簿
」
の
策
定
と
評
価
を
進

め
て
い
る
。
３
月
ま
で
に
①

Ｓ
Ｍ
通
信
簿
②
地
震
対
策
通

信
簿
③
未
普
及
通
信
簿
―
―

の
３
つ
を
公
表
し
て
お
り
、

試
行
版
を
公
表
し
た
今
回
の

「
浸
水
対
策
通
信
簿
」
は
４
つ

目
の
通
信
簿
と
な
る
。

　

浸
水
対
策
通
信
簿
は
、
浸

水
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
下

水
道
事
業
者
が
実
施
す
べ
き

①
計
画
②
ハ
ー
ド
対
策
③
ソ

フ
ト
対
策
―
―
に
関
す
る
計

９
項
目
の
取
り
組
み
を
１
０

０
点
満
点
で
採
点
し
、
点
数

に
応
じ
て
「
１
」
〜
「
５
」

の
５
段
階
で
評
価
す
る
も
の
。

中
で
も
、「
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

た
計
画
の
策
定
」
と
、「
重
要

対
策
地
区
の
取
り
組
み
」
の

配
点
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
試
行
し
た
結
果
、
５

月
末
時
点
で
、
全
国
の
９
６

７
の
自
治
体
の
う
ち
８
２
９

が
５
段
階
の
「
１
」
と
「
２
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
全
国

の
平
均
点
は
１
０
０
点
満
点

中
26
・
３
点
の
中
、
神
奈
川

県
は
最
高
の
平
均
39
点
を
得

た
。
次
い
で
、
36
・
５
点
の

愛
知
県
が
２
位
、
35
・
７
点

の
東
京
都
が
３
位
。
最
下
位

は
、16･

７
点
の
新
潟
県
だ
っ

た
。

　

Ｓ
Ｍ
通
信
簿
に
つ
い
て
は
、

今
回
で
３
回
目
の
結
果
が
公

表
。
３
月
末
時
点
で
、
全
国

の
平
均
点
は
前
回
（
昨
年
９

月
末
）比
12
％
増
の
32
・
７
％
。

都
道
府
県
別
で
１
位
の
福
島

県
と
２
位
の
宮
城
県
、
３
位

の
山
形
県
は
過
去
２
回
の
順

位
と
変
わ
ら
ず
、
前
回
ま
で

１
０
０
点
満
点
中
０
点
で
最

下
位
だ
っ
た
香
川
県
と
大
分

県
が
初
め
て
10
位
内
に
入
っ

た
。
香
川
県
は
68
・
８
点
、

大
分
県
は
54
・
３
点
を
獲
得

し
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
は
18
日
、
全

国
の
下
水
道
の
浸
水
対
策
を

５
段
階
で
評
価
す
る
「
浸
水

対
策
通
信
簿
」
の
試
行
版
を

初
め
て
公
表
し
、
県
内
の
30

の
自
治
体
の
う
ち
13
が
「
３
」

以
上
の
評
価
を
獲
得
し
た
神

奈
川
県
が
都
道
府
県
別
の
成

績
１
位
と
な
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　

ま
た
、
下
水
道
施
設
を
計

画
的
に
維
持
管
理
す
る
た
め

の
「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
（
Ｓ
Ｍ
）」
の
取
り
組
み
を

評
価
す
る
「
Ｓ
Ｍ
通
信
簿
」

に
つ
い
て
も
半
年
ぶ
り
に
最

新
版
を
公
表
。
都
道
府
県
別

持
続
可
能
性
と
強
靭
化

日
本
の
取
り
組
み
に
期
待

維
持
管
理
で
香
川
県
急
浮
上

日
之
出
水
道
機
器

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
に
大
き
な
反
響


